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CMS とは
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CMS
Content Management System（コンテンツ・マネージメント・システム）

Web制作に必要な専門的な知識がなくても、ブログ や SNS のように、

直接テキストを入力したり、画像をアップロードするだけで、

Webサイトやコンテンツを構築・管理・更新できるシステムです。

CMSを使わない場合

Webサイト制作には、HTML（文章構造を指定するための言語）や

CSS（デザインやレイアウトの言語）などの専門知識や技術が必要であり、
Webサイトを構築・更新するには、これらを習得しなければなりません。



20年以上の実績

CMSツールベンダーとしての信頼と実績

2003年発売の純国産の

商用版CMS『 SITE PUBLIS 』

あらゆる業種・業態・会社規模

に対応できるラインナップ

自社で開発・保守・サポート

導入

実績 630社･団体以上
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導入事例

SITE PUBLIS は、大手企業様、官公庁・自治体様など幅広い導入実績がございます。

純国産で20年にわたる実績を持つCMSはSITE PUBLISだけです。

国産CMSとして20年以上培った信頼と実績
大手企業、官公庁・自治体、教育機関、多数の導入実績
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お問合せケース①：コーポレートサイト

• オウンドメディアとしてWebサイトを活用し、見込み客へ情報
発信の頻度を高めたい

お
問
合
せ
①

• 基幹システムやサービスとWebサイトを連携させて、よりタイ
ムリーに顧客へ情報発信を行いたい

お
問
合
せ
②

操作性と外部連携を追求・開発された

「SITE PUBLISで運用サポートいたします！
解決策

• CRMとWebサイトを連携させて顧客管理を行いたい

お
問
合
せ
③ etc. . .
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お問合せケース②：社内ポータルサイト

操作性と外部連携を追求・開発された

「SITE PUBLISで運用サポートいたします！
解決策

• 社員向けWebサイトを活用し、全社員に向けて情報発信の頻度
を高めたい

お
問
合
せ
①

• 社員向けWebサイト上にお問合せフォームやアンケートを設置
し社員からの声を集めたい

お
問
合
せ
②

etc. . .

• 既存社内システムやサービスと社員向けWebサイトを連携して、
リモートワークでの情報共有を円滑に行いたい

お
問
合
せ
③
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Webサイト運用でお聞きする3つの課題

内製化へのハードルがある
あらゆる情報発信がベンダー任せになっており、情報発信の頻度とスピード不足、

多くのリソースとコストが発生している

Webサイトの拡張が難しい
部分的なレイアウト変更や機能拡張を検討したいとなった際には、

再度一から構築する必要が発生する 等

ガバナンス強化が不十分

Webサイト上のコンテンツを管理するところがバラバラで、

コンテンツの内容にも差異が発生してしまう
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SITE PUBLISが選ばれている3つの理由

簡単操作（見たまま編集）

使いやすい操作感で、コーポレートブランドを崩すことなく

各拠点・部署・担当者が情報をタイムリーに更新可能

拡張性

全ての要素を「ブロック」にて構成しており、デザイン面でも、

外部との連携においてもブロック単位で拡張・追加が可能

コーポレート・ガバナンス

承認フローも完備で、ガバナンスを強化した一元管理・運用が可能

※担当者ごとの権限の詳細な切り分けにより、情報管理が容易
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SITE PUBLIS の特徴
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SITE PUBLIS とは

SITE PUBLIS4は、ブロックの組み合わせでコンテン
ツの管理を行うタイプのCMSです。

テンプレートや独自の編集タグを一切使用せず、ブ
ロックによる自由なページレイアウト構成が可能です。
ブロック単位で追加・削除・移動・コピー、またエリ
ア単位で継承を行うことができるので、ページ編集の
生産性を飛躍的に向上させます。

ブロック単位のコンテンツ管理はコンテンツの作成・
編集を簡単にするだけではなく、外部システムとの連
携を容易にします。

そのため、将来的にWebサイトを運営・成長させてい
く中で、独自機能の追加や、システム連携などお客様
の要望に柔軟に対応できます。

ブロック単位で機能を開発・追加できるため、開発費
用の圧縮・細かいフェーズ分け対応が可能です。

連携を担保した拡張性

全ては「ブロック」というコンセプト

自由な
ページ

レイアウト
構成

ドラッグ
＆ドロップ
による

直感的操作

外部
システム
連携

Marketing automation

HTML編集
エディタで
簡単編集

ブロックの
共有で

コンテンツを
一元管理
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SITE PUBLISの特徴

操作性

運用力

拡張性

安全性

サポート力

ブロックの組み合わせでコンテンツの管理を行うため、追加･削除･移動･
コピーなどのページ編集が簡単で､生産性を飛躍的に向上させます。

直感的な操作により､HTMLやCSSの知識がない方でもWebサイトの運用が
出来るため､外注に頼らずコスト削減も可能です｡更に権限設定､公開日時指
定､ワークフロー承認などができるため､他部門･多拠点での運用が可能です｡

プラグインフレームワークを用意し､周辺システム･ツール類と連携が柔軟に
可能なため、フェーズ単位で計画的にWebサイトを構築できます。

商用CMSとして高いセキュリティと､それに付随した導入後のメンテナンス
の負荷が軽減出来ます。

国産CMSとして充実したマニュアル類の整備や､サポートセンターによる
バックアップ体制が約束されています。
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SITE PUBLIS を導入した場合

サイト運用はステージング環境を使わず、管理画面上から一元管理が可能

作成

担当者

✓ Wordで入力するような感覚
でみたまま編集。

✓ ドラッグアンドドロップによ
るブロック操作。

✓ 外部制作委託会社が作成した
LPをそのまま反映することが
可能。

確認、承認

担当者

✓ 複数の承認フロー設定。
✓ 多段階承認や、複数アクセス

権限も設定可能。
✓ 公開・保存履歴から各ページ

の過去に掲載した情報を確認。

承認者

URL送信

承認

公開

担当者

✓ 公開予定時刻にタイマー設定、
動的配信のため時間差なく公
開。

✓ 多段階公開予約設定で、同じ
URLでも時系列で別コンテン
ツを自動配信。

SITE PUBLIS が持つ基本機能でサイト運用を効率化
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ページを見たまま編集

公開イメージをそのまま編集できるため、工数の大幅圧縮が実現できます。

・完成イメージを確認しながら、誰でも簡単に編集・更新ができます。

▲ブロックをドラッグ&ドロップすることで
簡単にレイアウト変更が可能です。

▲Word感覚で編集ができます。
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・作成済みのページをコピー＆ペーストして、コンテンツを編集するだけでページの量産も可能
です。

・様々なデザインレイアウトのページを「ひな型機能」に登録しておくことで、決められた
ルーティンワークで、WEBサイトを更新することができます。

・足りないレイアウト要素は、他のページで使用しているブロックをコピーして追加したり、
「コンポーネント」ブロックから追加することで、レイアウト変更を御社内でハンドリングし
ていただけます。

ページの新規作成が簡単

ひな型を選択

承認者

承認依頼

承認
閲覧ページ公開

足りない情報は
ブロックセットから

簡単に追加

コピー＆ペーストして編集

閲覧者

担当者

社内で簡単にお知らせやイベント等のページ追加が可能です。

作成済みのページを選択

ひな型からページを作成
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詳細な権限設定

ユーザー権限毎に編集操作を制限。
スキルに応じたシンプルな操作で編集ができます。

▲ユーザーごとに編集権限を設定することで、
該当箇所において操作が行えないよう設定できます。

・ログインできるユーザを追加･変更･削除可能。登録できるユーザ数の上限なし。
・ユーザーをグループに登録し、各グループ毎に編集権限を細かく設定することが可能。
・このグループをページ権限をページごとに設定することができ､ページに対する操作を制限｡
※ページ読み込み不可、ページ読み込みのみ可、ページの更新のみ可、ページのコンテンツ
追加まで可、ページのフルコントロールなど
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様々な承認ワークフローの設定

多段階での承認ワークフローの設定が可能。
実際の業務フローに則した、更新ミスの無い確実なページ公開を実現します。

編集担当者

承認者

Subject: 承認依頼: ページ「ＴＯＰページデザイン」

広報部 ○○部長様

ページ「ＴＯＰ」の承認をお願いします。
http://www.example.com/staff_login.php?pageId
=1044&from=2

承認依頼メール 承認グループ

承認者

①作成/承認依頼

②差戻し

担当者は承認依頼メールのリンクを
クリックしてページを確認

③確認 ④承認/公開

公開

・管理者に承認処理を一任する「管理者承認」、指定されたユーザーのチェックを通し承認され
た場合のみ公開する「承認ルート」の選択が可能。承認が完了したら、スケジュールが指定さ
れていなければ即時公開、指定されていれば指定の日時に公開。

・承認ルート登録数の上限なし。
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拡張性を確保するプラグイン機能

▲例：GoogleMapプラグイン（※標準搭載）を追加

GoogleMapを表示▲新たな機能の部品（プラグインブロック）を組み込むことで拡張が可能

挿入後イメージプラグイン挿入イメージ

プラグイン
(機能拡張)
ブロック追加

高い拡張性を確保。実現したい企画を低コストで実現できます。

・SITE PUBLISはrestAPIを活用したシステム連携用のプラグインフレームワークを備えており、
システム全体を変更することなく機能拡張や外部システムとの連携を実現します。

・プラグインファイルはphpでコーディングします。外部システムからXMLレスポンスを取得して
動的にコンテンツ表示するような開発を低コストで実現し、将来に渡って拡張性を確保します。
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SITE PUBLIS の安全性

• 日々変化する不正攻撃に対応し、CMSとしてのセキュリティを確保するため、マイナーバージョ
ンアップ時には当社にてテストを実施。

• メジャーバージョンアップの際には当社だけではなく、第三者機関によるセキュリティ検査を受
け、対策（※）を行っています。
※第三者機関から問題レベル High／Medium／Low として報告された内容への対策を実施しています。

• セキュリティに問題のあるStruts(Javaフレームワーク)や、Java Runtimeは使用しておりませ
ん。

• プラグイン開発においては、単体テストのフェーズで脆弱性テストツールを使用した脆弱性試験
を行い、カスタマイズ部分で脆弱性が混入することを防ぎます。

・SQLインジェクション

・OSコマンドインジェクション

・ディレクトリトラバーサル

・セッション管理の欠落

・クロスサイトスクリプティング

・クロスサイトリクエストフォージェリ

・HTTPヘッダインジェクション

・メールヘッダインジェクション

・アクセス制御や認可制御の欠落

脆弱性対策を実施。
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SITE PUBLIS ラインナップ
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SITE PUBLIS ラインナップ

⚫自社のプライベートクラウド環境やイントラネッ

ト環境等へインストールしてお使いいただけます。

⚫ SITE PUBLIS 4 とクラウド環境をセットにした

サービスもございます。

⚫大規模Webサイト運用の効率性向上と、Webシス

テム開発の生産性がアップします。

大規模サイト向け
SITE PUBLIS 4

小～中規模サイト向け
クラウドサービス

SITE PUBLIS Connect

⚫ CMSとクラウド環境をセットにしたサービスです。

⚫スピーディな基盤構築が可能となり、Webサイト

構築スケジュールの短縮が可能です。

⚫ヘッドレスCMS機能により、登録コンテンツを有

効に活用することができるようになります。
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会社概要
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会社概要

会社名 株式会社サイト・パブリス

所在地

■ 東京本社

〒102-0074 東京都千代田区九段南1-4-5 泉九段ビル4F

■ 福岡オフィス

〒812-0038 福岡県福岡市博多区祇園町2-35 プレスト博多祇園ビル2F

設立 2017年9月4日

主要株主
株式会社ソフトフロントホールディングス（60.71%）

株式会社オセアグループ（39.29%）

資本金 9,200万円

代表者 代表取締役社長 二通 宏久

事業内容
サイト・パブリス社は、Web基盤ツール（CMS)を事業ドメインの中核と位置づけ、事業展開を行っています。
・Web系製品・サービスの企画・開発および販売
・Webサイト構築および活用支援
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株式会社サイト・パブリス

東京本社 〒102-0074

東京都千代田区九段南1-4-5 泉九段ビル4F

sales@sitepublis.co.jp
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